
新生児へ町から絵本をプレゼント
（写真は小野千穂さん、陽咲ちゃん）

軽自動車税 7,800 円→ 10,800 円に
３議員が一般質問
追跡～あの質問はどうなった？
議員研修　道州制を学ぶ　
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※軽自動車税の主な改正
四　輪
・農耕用小型特殊	 1,600 円	→	 2,000 円
・自家用貨物	 4,000 円	→	 5,000 円
・自家用乗用	 7,200 円	→	 10,800 円

二　輪
・原付 50cc	 1,000 円	→	 2,000 円

○
町
税
条
例
の
改
正

（
町
長
専
決
処
分
、
全
会
一

致
に
て
承
認
）

・
軽
自
動
車
税
の
引
き
上
げ
。

（
※
左
記
参
照
）

・
国
税
と
し
て
新
た
に
創
設
さ

れ
た
「
地
方
法
人
税
」
の
税
率

が
４
・
４
％
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
法
人
県
民
税
と
法
人
町
民

税
の
税
率
合
わ
せ
て
４
・
４
％

引
き
下
げ
る
。

・
耐
震
基
準
を
満
た
し
た
新
築

住
宅
な
ど
の
固
定
資
産
税
が
減

額
と
な
る
。
減
税
を
受
け
る
た

め
の
申
請
制
度
を
規
定
。

・
汚
水
処
理
施
設
な
ど
、
特
定

設
備
の
固
定
資
産
税
の
改
正
。

軽
自
動
車
税
収
入

　

ど
れ
だ
け
増
え
る
？

越
後
議
員

　

農
家
が
使
っ
て
い
る
軽
ト
ラ 

ッ
ク
、ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
、 

ト
ラ
ク
タ
ー
が
増
税
と
な
る

が
、
町
の
税
収
は
ど
れ
だ
け
増

え
る
の
か
。

税
務
課
長

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
耕
用

作
業
車
で
は
約
47
万
円
の
増
収

と
な
る
。（
軽
自
動
車
税
全
体

で
は
約
１
７
０
万
円
の
増
収
）

耐
震
住
宅
の
減
税

ど
う
運
用
す
る
？

山
口
議
員

　

新
築
住
宅
の
場
合
は
、
耐
震

診
断
の
基
準
を
当
然
ク
リ
ア
し

た
も
の
で
設
計
し
、
建
築
す

る
。
法
改
正
の
内
容
に
つ
い
て

事
務
上
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て

い
く
の
か
。

税
務
課
長

　

新
築
住
宅
の
ほ
か
、
住
宅
の

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合

も
減
税
対
象
に
な
る
。
耐
震
診

断
の
結
果
と
と
も
に
申
請
し
て

い
た
だ
く
流
れ
に
な
る
。

○
国
保
税
条
例
の
改
正

（
町
長
専
決
処
分
、
賛
成
多
数

に
て
承
認
）

・
国
民
健
康
保
険
税
額
の
上
限

を
４
万
円
引
き
上
げ
、
上
限
額

81
万
円
と
す
る
。

・
軽
減
世
帯
の
対
象
を
拡
大
。

上
限
額
４
万
円
増

町
民
へ
の
影
響
は

大
向
議
員

　

４
万
円
の
増
税
は
納
め
る
側

に
す
れ
ば
大
変
な
金
額
。
課
税

額
の
上
限
額
を
納
め
て
い
る
世

帯
は
ど
れ
だ
け
か
。

税
務
課
長

　

25
年
度
は
、
課
税
し
た
２
２ 

１
０
世
帯
の
う
ち
64
世
帯
が
課

税
上
限
額
を
納
め
て
い
る
。

大
向
議
員

　

国
保
税
４
万
円
の
増
税
は
大

変
厳
し
い
も
の
。
消
費
税
増
税

の
中
、
住
民
は
生
活
が
大
変
な

状
況
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

越
後
議
員

　

上
限
額
を
引
き
上
げ
る
一

方
、
中
低
所
得
者
へ
の
税
額
の

軽
減
を
拡
大
し
て
い
る
。
負
担

の
公
平
を
図
る
た
め
の
改
正
案

で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

↓

賛
成
多
数
に
よ
り
、
承
認

（
賛
成
10
、
反
対
２
）

質  

疑

議　
　
　

案

反
対
討
論

賛
成
討
論

1.5 倍となった自家用軽四輪

トラクター増税　1,600 円から 2,000 円に

第４５６回
定 例 会

　

第
４
５
６
回
定
例
会
を
平
成
26
年
６
月
６
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
開
き
、
人
事
案
１
件

を
は
じ
め
、
全
７
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
が
増
税

自
家
用
乗
用
車
は
１
万
円
超
に
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○
小
中
一
貫
三
戸
学
園

屋
外
運
動
場
工
事
契
約

請
負
者　

株
式
会
社
田
名
部
組

契
約
額　

３
億
２
４
０
０
万
円

（
全
会
一
致
に
て
可
決
）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
相
撲
場
な
ど
を

整
備
す
る
。

工
事
時
に
発
生
す
る

土
ぼ
こ
り
対
策
を

日
ノ
澤
議
員

　

工
事
現
場
に
近
い
桐
萩
地
区

に
あ
る
協
和
合
成
（
株
）
で
は

精
密
機
械
を
扱
っ
て
お
り
、
ほ

こ
り
を
嫌
う
業
種
で
あ
る
。

　

工
事
の
際
の
土
ぼ
こ
り
を
減

ら
す
よ
う
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

工
事
車
両
が
通
行
す
る
と
き

は
徐
行
を
し
、
散
水
車
で
水
を

ま
き
な
が
ら
工
事
を
進
め
、
万

全
な
対
応
を
す
る
。

旧
三
戸
中
解
体
後
の

土
地
利
用
は
？

山
口
議
員

　

校
舎
解
体
後
の
土
地
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
、
活
用
計
画
案

は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

教
育
委
員
会
で
の
利
用
は
考

え
て
い
な
い
。
町
の
総
合
的
な

振
興
の
観
点
か
ら
今
後
考
え
ら

れ
て
い
く
も
の
と
思
う
。

○
旧
三
戸
中
学
校
の

解
体
工
事
契
約

請
負
者　
　

株
式
会
社
山
田
組

契
約
額　

１
億
７
４
５
２
万
円

（
全
会
一
致
に
て
可
決
）

三
戸
学
園
運
動
場
に
は

４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
を

大
向
議
員

　

運
動
場
に
は
４
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
の
設
置
を
望
む
声
が
あ

る
が
、
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
多
目

○
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

６
５
１
４
万
円
の
増

（
計
63
億
６
３
３
７
万
円
に
。

全
会
一
致
に
て
可
決
）

・
大
雪
で
被
災
し
た
農
業
用
ハ

ウ
ス
の
修
繕
費
補
助
金

５
２
９
７
万
円

・
大
舌
町
内
会
の
除
雪
機
整
備

補
助
金
（
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
助
成
事
業
）　

２
４
０
万
円

・
融
資
に
よ
る
に
ん
に
く
植
付

機
購
入
補
助
金　

２
０
９
万
円

宝
く
じ
助
成
金

採
用
決
定
は
ど
こ
で
？

佐
々
木
議
員

　

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
申
請
し
た
団
体
数
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
採
用
、
不

採
用
が
決
定
す
る
の
か
。

総
務
課
長

　

大
舌
町
内
会
の
ほ
か
、
１
町

内
会
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

　

町
が
申
請
を
受
け
、
県
を
通

じ
て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
す
る
。
そ
こ
で
採

択
か
否
か
が
決
定
す
る
。

的
に
使
え
る
運
動
場
を
計
画
し

て
お
り
、
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク

と
し
て
も
使
え
る
。

坂
本
議
員

　

入
札
に
よ
り
町
外
業
者
が
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
町
内
外
で
ど
れ
だ
け
の
業

者
が
入
札
を
申
し
込
ん
だ
の

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

入
札
を
申
し
込
ん
だ
15
社
の

う
ち
、
町
内
業
者
は
５
社
。
そ

の
５
社
の
う
ち
１
社
は
入
札
辞

退
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

○
手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正

・
屋
外
広
告
物
の
表
示
、
届
け

出
の
許
可
に
つ
い
て
の
改
正
。

○
小
中
一
貫
校
外
構
工
事
契
約

請
負
者　
　

北
建
設
有
限
会
社

契
約
額　
　
　

７
２
０
３
万
円

・
駐
車
場
か
ら
の
歩
道
整
備
、

野
球
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
設
置
、
体

育
館
周
辺
の
舗
装
、
校
舎
中
庭

の
人
工
芝
張
り
替
え
、
な
ど
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
へ
の

同
意 そ

の
他
の
議
案

（
全
会
一
致
に
て
可
決
）

質  

疑

質  

疑

質  

疑

運動場整備が進行中

旧三戸中学校は解体に

工　

藤　
　
　

稔　

氏

根　

立　

朋　

子　

氏

三
戸
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

い
よ
い
よ
着
工
へ
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福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
、
住
ま
い
、
医
療
、

介
護
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム（
※
）」

が
始
ま
る
。

①　

ど
こ
で
実
施
さ
れ
る
の
か
。

そ
の
拠
点
は
。

②　

元
気
な
高
齢
者
が
働
く
た

め
の
支
援
体
制
は
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
組
織
づ
く
り

に
よ
る
支
援
も
一
案
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

③　

昨
今
、
介
護
職
員
の
低
賃

金
、
高
い
離
職
率
な
ど
、
人
員

不
足
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

町
が
介
護
事
業
所
の
運
営
に
つ

い
て
意
見
を
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。

④　

在
宅
医
療
の
た
め
の
医
師

や
看
護
師
の
確
保
、
24
時
間
体

制
で
の
医
療
連
携
が
必
要
に
な

る
。
十
分
な
対
応
が
で
き
る
か
。

⑤　

高
齢
者
宅
へ
の
悪
質
業
者

の
訪
問
な
ど
、
防
犯
の
観
点
で

の
見
守
り
活
動
の
工
夫
、
充
実

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

者
に
対
す
る
「
見
守
り
マ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
」
も
導
入
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
充
実
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
資
源

回
収
運
動
、
介
護
施

設
へ
の
訪
問
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
奉
仕
の
精
神
を
学
び
、

ま
た
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る

大
変
良
い
機
会
で
あ
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
か
。

友
田
教
育
長

　

道
徳
、
総
合
学
習
、

特
別
活
動
を
融
合
し
た
当
町
独

自
の
教
科
で
あ
る
「
立
志
科
」

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
が
行
わ

れ
て
お
り
、
４
年
生
は
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
訪
問
、
地
域
の
高
齢

者
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
活
動
す
る

資
源
回
収
を
こ
れ
ま
で
行
っ
て

い
た
が
、
春
ま
つ
り
に
城
山
公

園
の
清
掃
を
行
う
な
ど
の
新
た

な
取
り
組
み
も
あ
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
へ

の
参
加
な
ど
、
積
極
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い

く
。

竹
原
町
長

①　

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
拠
点
は
、
役
場
健
康

推
進
課
と
な
る
。

②　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
幅

広
い
世
代
が
と
も
に
活
動
で
き

る
よ
う
な
団
体
の
育
成
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
。
高
齢
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
で
き
る
範
囲

で
仕
事
や
活
動
を
し
て
い
る
。

生
涯
現
役
で
仕
事
を
続
け
る
こ

と
が
一
番
の
理
想
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
。

健
康
推
進
課
長

③　

国
で
は
、
介
護
従
事
者
の

待
遇
改
善
、
労
働
力
の
確
保
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
各
介
護
施
設
の
業
務

に
町
が
介
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。

④　

24
時
間
体
制
で
の
見
守
り

を
行
う
に
は
、
対
応
す
る
た
め

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な

る
。
運
営
す
る
側
と
し
て
、
ど

れ
だ
け
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
調

査
し
て
い
き
た
い
。

⑤　

民
生
委
員
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
「
ほ

の
ぼ
の
交
流
員
」
に
よ
る
見
守

り
、
郵
便
局
な
ど
と
協
定
を
結

ん
で
の
安
否
確
認
な
ど
、
体
制

は
整
備
さ
れ
て
き
た
。
要
援
護

※地域包括ケアシステムって？
　厚生労働省が推進する高齢者支援制度です。
　次の点について、各市町村独自で、高齢者
へのトータルな支援をしていく体制を整備す
ることとしています。

①住 ま い・・・自宅、高齢者向けのサービ
ス付き住宅

②医　　療・・・病院
③介　　護・・・介護施設への通所や入所、

在宅での介護サービス
④生活支援・・・配食サービスや見守りなど
⑤介護予防・・・老人クラブや町内会、ボラ

ンティアなどの参加により
介護状態になることを防ぐ

Q

Q

A

A

三戸小児童とPTAによる資源回収

一
般
質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

高
齢
者
の
暮
ら
し
支
援
体
制
は
？

山
口　

菊
男

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
育
の
推
進
を

第
４
５
６
回
定
例
会
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①　

国
会
で
は
現
在
、

第
６
次
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
知
り
う
る
範
囲

で
、
ど
う
改
正
さ
れ
る
の
か
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

②　

要
支
援
１
、２
と
判
定
さ

れ
た
方
へ
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
廃
止
に
な
る
の
で

は
、
と
い
う
不
安
が
あ
る
。

　

ま
た
見
守
り
、
配
食
、
緊
急

対
応
が
各
自
治
体
ま
か
せ
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
の
今
後

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

③　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

の
自
己
負
担
が
１
割
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
住
民
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思

う
。

　

町
と
し
て
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

竹
原
町
長

①　

介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
、
ま
た
自
己
負
担
を

１
割
か
ら
２
割
へ
引
き
上
げ
る

内
容
に
つ
い
て
国
会
で
審
議
中

と
な
っ
て
い
る
。

②　

要
支
援
者
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
は
廃
止
さ
れ
な
い
。

　

見
守
り
や
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
は
、
全
国
一
律
で
は
な

く
、
各
市
町
村
が
そ
の
地
域
の

特
性
、
実
状
に
あ
わ
せ
て
生
活

支
援
が
で
き
る
も
の
と
な
る
。

竹
原
町
長

③　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

が
増
え
て
い
る
の
も
事
実
で
あ

る
。
町
と
し
て
は
、
で
き
る
だ

け
介
護
を
必
要
と
し
な
い
元
気

な
高
齢
者
が
増
え
る
よ
う
施
策

を
講
じ
て
い
る
。

①　

町
営
住
宅
の
整
備

に
向
け
た
長
期
計
画
の

内
容
は
。

②　

各
団
地
の
道
路
や
側
溝
が

傷
ん
で
い
る
。
改
善
に
向
け
た

計
画
を
入
居
者
に
示
す
べ
き
と

思
う
が
、
町
の
対
応
は
。

③　

ト
タ
ン
の
屋
根
が
錆
び
て

雨
漏
り
し
て
い
る
住
宅
も
あ

り
、
団
地
ご
と
に
修
繕
計
画
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
く
べ
き
。

竹
原
町
長

①　

細
久
保
、
城
ノ
下

団
地
は
廃
止
、
箸
木
山
、
梨
ノ

木
平
、
雷
平
、
遙
迎
寺
長
根
、

久
保
の
５
団
地
は
建
て
替
え
を

実
施
す
る
。
優
先
順
位
、
財
政

状
況
を
み
な
が
ら
進
め
た
い
。

建
設
課
長

②　

全
面
的
な
道
路
舗
装
、
側

溝
敷
設
は
予
算
上
困
難
。
町
で

は
、
道
路
の
部
分
的
な
補
修
を

す
る
な
ど
、
入
居
者
か
ら
の
苦

情
に
随
時
対
応
し
て
い
く
。

③　

住
宅
の
老
朽
化
に
よ
り
、

雨
漏
り
の
ほ
か
、
壁
、
玄
関
戸

の
不
具
合
な
ど
に
つ
い
て
の
苦

情
も
届
い
て
い
る
。

　

現
状
は
個
別
に
対
応
し
な
が

ら
、
早
期
に
建
て
替
え
計
画
を

実
施
し
た
い
。

①　

熊
原
川
の
増
水

対
策
と
し
て
、
関
根

川
原
か
ら
留
ヶ
崎
ま
で
の
河
床

掘
削
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

②　

大
雪
時
に
は
、
大
春
工
業

付
近
か
ら
重
機
、
ダ
ン
プ
に
よ

る
川
へ
の
排
雪
が
行
わ
れ
た

が
、
堤
防
が
傷
む
な
ど
の
影
響

は
な
い
か
。

竹
原
町
長

①　

県
の
事
業
に
よ

り
、
川
守
田
地
区
で
は
約
１
㎞

に
わ
た
る
川
岸
の
整
備
、
関
根

川
原
地
区
で
は
流
量
不
足
の
解

消
の
た
め
の
河
川
改
修
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
課
長

②　

少
な
か
ら
ず
影
響
は
あ
る

と
思
う
。
今
後
は
町
有
地
を
雪

捨
て
場
に
す
る
な
ど
、
豪
雪
時

の
排
雪
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

　

沼
尻
地
区
の
国
道

４
号
沿
い
に
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
家
電
な
ど
が
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
る
現
場
が
あ
る

が
、
土
地
所
有
者
へ
の
対
応

は
。
今
後
も
放
置
さ
れ
て
い
く

の
か
。

竹
原
町
長

平
成
20
年
か
ら
土
地

管
理
者
に
対
し
、
県
、
三
戸
警

察
署
、
町
の
３
者
で
再
三
撤
去

を
求
め
て
き
た
が
依
然
と
し
て

撤
去
さ
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。

　

今
後
は
罰
則
の
適
用
も
考
慮

し
、よ
り
厳
し
い
対
応
を
す
る
。

大
向　

信
市

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

雷平町営住宅

関根川原地区の河川改修

介
護
保
険
制
度
の
改
正

要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
？

河
床
を
掘
削
し

洪
水
を
防
い
で

国
道
４
号
沿
い

不
法
投
棄
へ
の
対
応
は

町
営
住
宅
入
居
者
へ

整
備
計
画
を
示
せ
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日
本
創
世
会
議
（
座

長
・
増
田
前
総
務
大

臣
）
か
ら
人
口
減
少
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
減
少

に
よ
り
２
０
４
０
年
に
は
県
内

市
町
村
の
８
割
が
消
滅
す
る
と

い
う
衝
撃
的
な
も
の
で
、
三
戸

町
も
含
ま
れ
て
お
り
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

①　

郡
内
町
村
や
八
戸
市
、
お

い
ら
せ
町
と
定
住
自
立
圏
を
形

成
し
て
い
る
が
、
圏
内
の
市
町

村
長
は
、
人
口
減
少
に
つ
い
て

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②　

定
住
に
向
け
た
住
居
対
策

を
ど
う
展
開
し
て
き
た
か
。

③　

保
育
所
な
ど
、
保
育
環
境

の
将
来
に
つ
い
て
、
再
編
な
ど
、

今
後
の
方
針
は
。

④　

女
性
が
働
け
る
環
境
づ
く

り
（
男
性
の
育
児
参
加
な
ど
）

に
向
け
た
整
備
は
ど
う
進
め
て

い
る
か
。

⑤　

農
業
後
継
者
対
策
は
。
ま

た
、
か
つ
て
町
で
は
結
婚
相
談

員
制
度
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ

の
実
績
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

⑥　

新
し
く
起
業
す
る
方
へ
の

町
の
支
援
策
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

⑦　

こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
て
き

た
人
口
流
出
抑
止
策
は
効
果
が

あ
っ
た
と
み
て
い
る
の
か
。

竹
原
町
長

①　

市
町
村
長
は
、
郡

内
で
人
口
の
引
っ
張
り
合
い
を

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
一
帯

が
活
力
あ
る
も
の
に
し
た
い
と

努
め
て
い
る
。

②　

町
内
に
下
水
道
を
整
備
し

た
。
ま
た
町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
を
作

り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

人
の
方
に
結
婚
相
談
員
を
委
嘱

し
、
独
身
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

相
談
を
受
け
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
た
。
結
婚
に
至
っ
た
例
は

１
組
と
な
っ
て
い
る
。

竹
原
町
長

⑥　

地
域
産
業
担
い
手
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
り
人
材
育

成
を
図
っ
て
お
り
、
起
業
へ
の

相
談
が
あ
れ
ば
、
国
や
県
の
助

成
制
度
を
紹
介
し
て
い
る
。

⑦　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
、
小

中
一
貫
三
戸
学
園
の
整
備
を
し

て
お
り
、
確
実
に
生
活
環
境
は

向
上
し
、
有
効
で
あ
っ
た
と
判

断
し
て
い
る
。

　

今
年
４
月
に
三
八
地

域
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
た
。

①　

こ
の
組
織
の
設
立
目
的
は

な
に
か
。

②　

こ
の
設
立
総
会
に
出
席
し

た
が
、
参
加
者
は
女
性
の
み
。

男
女
両
方
が
出
席
し
て
こ
そ
本

当
に
必
要
な
議
論
が
で
き
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

竹
原
町
長

①　

男
女
が
共
同
で

参
加
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
組
織
。
講
演
会
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
、
そ
の
活
動

に
つ
い
て
は
三
八
地
域
の
各
市

町
村
が
随
時
広
報
で
周
知
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

総
務
課
長

②　

広
報
２
月
号
に
参
加
者
を

募
集
し
、
男
女
と
も
に
呼
び
か

け
た
が
、
結
果
的
に
当
町
か
ら

は
女
性
の
み
の
出
席
と
な
っ
た
。

今
後
も
男
性
に
も
声
が
け
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

③　

今
後
の
幼
稚
園
、
保
育
所

な
ど
の
環
境
や
、
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
で
審
議
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
を
作

る
予
定
で
あ
る
。

④　

講
演
会
の
開
催
、
マ
マ
パ

パ
フ
ェ
ス
タ
へ
の
応
援
な
ど
、

子
育
て
支
援
活
動
を
実
施
し
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
努
め

て
い
る
。

⑤　

国
の
施
策
で
あ
る
青
年
就

農
給
付
金
事
業
に
よ
り
、
今
年

度
は
９
人
が
就
農
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

平
成
13
年
か
ら
６
年
間
、
20

Q

Q

A

A

どうなる？今後の保育方針

冷水町営住宅

三
戸
町
が
消
滅
す
る
？

進
む
人
口
減
少　

歯
止
め
を
か
け
る
策
は

梅
田　

悦
子

男
女
と
も
に
活
躍
す

る
社
会
づ
く
り
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　議員は、町政をチェックし、住みよい町づくりのため、議会で質問や提案を
しています。その結果がどうなったのか調査してみました。

大
向
議
員

　

役
場
の
二
日
町
側
通
路
の
ス

ロ
ー
プ
の
手
す
り
が
片
側
の
み

に
付
い
て
い
る
が
、
両
側
に
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

住
民
福
祉
課
長

　

こ
れ
ま
で
そ
の
要
望
は
な
か

っ
た
が
、
調
査
検
討
し
た
い
。

（
平
成
24
年
９
月
議
会

一
般
質
問
） 　

平
成
26
年
３
月
、
両
側
に
手

す
り
が
備
え
ら
れ
る
。

⬅

　

商
工
会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
販
売
。（
平
成
25
年
12
月
）

大
向
議
員

　

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に

取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
当
町
で
も
導
入
を
。

住
民
福
祉
課
長

　

約
１
５
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
。
財
政
担
当
課
と
協
議
を

し
て
い
く
。

（
平
成
24
年
３
月
議
会

一
般
質
問
）

山
口
議
員

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化

へ
の
検
討
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
長

　

県
内
で
は
半
数
の
自
治
体
が

医
療
費
す
べ
て
、
あ
る
い
は
入

院
費
の
無
料
化
を
図
っ
て
お
り
、

保
育
料
軽
減
と
併
せ
て
検
討
し

た
い
。

（
平
成
25
年
12
月
議
会　

一
般
質
問
）

○
乳
幼
児
医
療
費
条
例
が
改
正

・
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
中
学
生
ま
で
の
入
院
費

を
無
料
に
す
る
。

（
平
成
26
年
３
月
議
会
で
町
長

が
提
案
、
可
決
）

・
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
を
図

る
た
め
、
年
報
酬
を
ア
ッ
プ
。

（
平
成
26
年
３
月
議
会
で
町
長

が
提
案
、
可
決
）

越
後
議
員

　

岩
手
県
八
幡
平
市
の
消
防
団

員
の
報
酬
は
当
町
の
２
倍
。
待

遇
改
善
を
し
、
団
員
増
に
取
り

組
む
べ
き
。

総
務
課
長

　

三
戸
郡
内
で
統
一
し
て
い
る

が
、
前
進
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
平
成
24
年
３
月
予
算
委
員
会
）

山
口
議
員

　

子
育
て
支
援
の
た
め
、
保
育

料
無
料
化
、
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
。

竹
原
町
長

　

少
子
化
対
策
の
た
め
、
各
分

野
で
連
携
を
取
り
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

（
平
成
23
年
９
月
議
会

一
般
質
問
）

山
口
議
員

　

商
業
活
性
化
策
と
し
て
、（
平

成
21
年
に
行
っ
た
）
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
を
再
び
実
施

す
る
考
え
は
。

総
務
課
長

　

商
工
会
、
ス
タ
ン
プ
会
か
ら

商
品
券
発
行
に
つ
い
て
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

（
平
成
24
年
９
月
議
会
）

消防団員の年報酬の改正
団　　長　45,800円→52,600円
副 団 長　34,100円→39,500円
分 団 長　22,400円→25,900円
副分団長　17,800円→20,700円
部　　長　15,200円→17,300円
班　　長　14,100円→15,100円
団　　員　12,900円→13,700円

勇壮な消防団観閲式での行進

プレミアム商品券販売のようす

役
場
ス
ロ
ー
プ

手
す
り
両
側
に

消
防
団
員
の

待
遇
改
善
を

子
ど
も
の
入
院
費

無
料
に

商
品
券
の
発
行
で

活
性
化
を

追跡 ～あの質問は
どうなった？
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議
員
は
３
つ
の
常
任
委
員
会
の
い

ず
れ
か
に
所
属
し
て
お
り
、
各
委
員

会
は
議
会
の
閉
会
中
に
担
当
分
野
に

つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育

不
登
校
生
が
減
少

　

６
月
２
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
は
、
町
内
小
中
学
校
の
管
理
運
営

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

［
調
査
箇
所
］

・
町
内
全
小
中
学
校

［
調
査
結
果
・
意
見
］

・
小
中
一
貫
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工

事
、
旧
三
戸
中
学
校
解
体
工
事
に
つ

き
、
騒
音
や
工
事
車
両
通
行
に
お
け

る
安
全
面
へ
の
配
慮
な
ど
、
施
工
業

者
と
十
分
な
協
議
を
行
い
、実
施
を
。

・
小
中
一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ
、
不

登
校
児
童
生
徒
が
激
減
し
て
お
り
、

良
い
傾
向
に
あ
る
。

・
各
学
校
の
整
備
要
望
に
対
す
る
常

任
委
員
会
の
意
見
に
つ
い
て
は
下
表

の
と
お
り
。

教育委員会で要検
討としているもの

総務文教常任委員会の意見

三戸小
三戸中

・水飲み場床マットの
設置
・学習センター（会議
室）のエアコン設置

・職員会議、保護者会議など、大人数が利用できる部屋のニーズが高い。
学習センターの有効活用に向け、空調整備を進める必要があると思われ
る。改善に努めていただきたい。

斗川小

・電子黒板の設置
・ 校 舎 内 廊 下 照 明 ス
イッチの増設
・すべり台の新設
・業務用クリーナーの
購入

・電子黒板は、三戸小中では全教室に設置済み。使用頻度をみながら、平
等性をもった対応を。

・すべり台は低学年に人気のある遊具。修繕または新設を検討していただ
きたい。

杉沢小
杉沢中

・特別教室や廊下への
網戸取り付け（スズメ
バチ対策）
・保健室や教室カーテ
ンの取り替え
・財務会計システムの
設置

・ハチ対策につき、現在は市販のネットを窓に貼って応急対応している状
況。普通教室には網戸が備えられたが、今後も計画を持って校内への設置
を進めていただきたい。

・児童生徒数の減少に伴い、学校事務職員の減が想定されていることから、
財務やその他の事務の分担など、学校と密に協議をしていただきたい。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

杉沢小中学校

教育委員との合同調査を行いました
（写真は三戸小学校の授業のようす）

常
任
委
員
会調

査
レ
ポ
ー
ト
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午
後
診
療
の
開
設
で

患
者
数
の
増
を

　

５
月
20
日
、
民
生
商
工
常
任
委
員

会
は
三
戸
中
央
病
院
の
管
理
運
営
状

況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

［
調
査
箇
所
］

・
三
戸
中
央
病
院

（
主
に
現
在
空
き
病
棟
と
な
っ
て
い

る
２
階
病
棟
）

台
風
被
害
の
復
旧

春
ま
で
に
完
了
を

　

５
月
９
日
、
建
設
農
林
常
任
委
員

会
は
、
町
道
の
管
理
、
農
作
物
の
生

育
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

［
調
査
箇
所
］

・
町
道
（
町
内
全
域
）

・
農
作
物—

り
ん
ご
（
泉
山
）、
葉

た
ば
こ
（
斗
内
辻
ヶ
平
）、
に
ん
に

く
（
斗
内
松
山
）

［
調
査
結
果
・
意
見
］

・
機
器
の
購
入
を
抑
制
す
る
な
ど
、

経
費
節
減
に
努
め
て
い
る
。
患
者
目

線
に
立
ち
、
待
ち
時
間
短
縮
に
向
け

た
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、
午
後
診
療

の
開
設
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
療
養
病
床
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

病
院
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
協
議

し
、
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

［
調
査
結
果
・
意
見
］

・
農
作
物
の
生
育
状
況
は
良
好
で
あ

る
。

・
町
道
は
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

台
風
被
害
箇
所
は
、
農
業
に
関
連
し

た
部
分
を
優
先
復
旧
し
て
お
り
、
農

作
業
に
支
障
が
な
い
よ
う
対
応
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

小
中
一
貫
三
戸
学
園
が
先
進

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
し

て
、
石
川
県
金
沢
市
議
会
（
７

／
８
）、
青
森
県
板
柳
町
議
会

（
７
／
16)

の
皆
さ
ん
が
視
察

の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。

三
戸
学
園
へ
の

議
会
視
察
相
次
ぐ

民
生
商
工
常
任
委
員
会

建
設
農
林
常
任
委
員
会

会議のようす

葉たばこ生育調査のようす

病棟内を調査

町道の管理状況を調査

板柳町議会　現地視察のようす 金沢市議会　研修のようす
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■
発
行
／
青
森
県
三
戸
町
議
会

■
編
集
／
三
戸
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
039-0198　

青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
在
府
小
路
町
43

■
E-m
ail:gikai@

tow
n.sannohe.aom

ori.jp
TEL.0179-20-1159　FAX.0179-20-1110
■
平
成
26年

8月
　
■
こ
の
広
報
誌
は
1部
あ
た
り
約
59円

で
作
成
し
て
い
ま
す
。

▽
昨
年
は
台
風
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会

も
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
最
近
、
資
源
の
ム
ダ
を
な
く

す
る
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
取

り
組
み
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」
の

ル
ー
ツ
は
、
縄
文
時
代
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
物
に
も
命
が
宿

る
か
ら
こ
そ
、
使
え
な
く
な
っ

た
物
を
た
だ
捨
て
る
の
で
は
な

く
、
送
り
の
儀
式
を
し
て
自
然

Ｑ
．
議
会
の
一
般
質
問
を
毎
年

傍
聴
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も

同
じ
議
員
の
質
問
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
質
問
す
る

議
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
傍
聴
席
ご
意
見
箱
へ
の
投
書

か
ら
）

Ａ
．
特
に
取
り
決
め
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
質
問
を
希
望
す
る

に
帰
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
考
え
方
が
見
直
さ
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
運
動
の
意

識
で
、
資
源
を
浪
費
せ
ず
、
次

世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
す
の
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。（
山
口
）

平
成
26
年
８
月

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

坂　

本　

勝　

克

副
委
員
長　

梅　

田　

悦　

子

委
員　

北
向　

敦
・
山
口
菊
男

　
　
　

澤
田　

恵
・
舘　
　

衛

議
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
開
会
前

に
質
問
内
容
を
町
長
へ
提
示

（
通
告
制
）
し
、
本
番
を
迎
え

ま
す
。
一
問
一
答
で
の
見
応
え

の
あ
る
論
戦
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
方
に
傍
聴
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

（
澤
田
恵
議
会
運
営
委
員
長
）

あ
と
が
き

９月議会のお知らせ（予定）

議会をネットで配信しています

９／３（水）　町長からの議案説明
　10:00 ～

９／５（金）　一般質問
　10:00 ～　　・議員が45分の持ち時間内で町の施策に
　　　　　　　　ついて質問します。

９／８（月）　一般質問（予備日）
　10:00 ～　　議案審議、採決

９／９（火）　決算特別委員会
　10:00 ～　　・25年度の町の会計決算について審議
　　　　　　　　します。

９／１0（水）　決算特別委員会
　10:00 ～

議会でおこなった議員の一般質問を、インターネット
で配信しています。
　町ホームページ内の議会コーナーへアクセスする
と、質問と町の答弁のもようを視聴できますので、
ぜひごらんください。
（三戸町ホームページ）
http://www.town.sannohe.aomori.jp/

開会日は 月    　　日です。９ ３

○
７
月
10
日
、
県
議
長
会
主
催

に
よ
る
研
修
会
が
青
森
市
民

ホ
ー
ル
（
青
森
市
）
に
て
開
催

さ
れ
、
県
内
町
村
議
会
議
員
が

一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

（
講　

演
）

「
道
州
制
に
つ
い
て
」

　

東
京
大
学
名
誉
教
授

大　

森　
　
　

彌
わ
た
る　

氏

（
概
要
）

・
政
令
指
定
都
市
な
ど
の
大
都

市
の
首
長
は
賛
成
派
が
多
い
が
、

そ
の
ほ
か
は
足
並
み
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
。
全
国
町
村
議
会
は

反
対
の
立
場
。

・
現
在
の
47
都
道
府
県
を
10
州

に
区
切
る
が
、
そ
れ
に
は
、
市

町
村
合
併
が
不
可
欠
。
制
度
導

入
は
困
難
で
は
な
い
か
。

○
７
月
17
日
、
定
住
自
立
圏
内

市
町
村
（
八
戸
市
、
三
戸
郡
内

６
町
村
、
お
い
ら
せ
町
）
の
議

員
を
対
象
に
視
察
会
、
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
視
察
会
）

　

階
上
町
わ
っ
せ
交
流
セ
ン

タ
ー
、
階
上
町
営
牧
場

（
勉
強
会
）

講　

演

「
八
戸
圏
域
の

畜
産
振
興
の
可
能
性
」

青
森
県
南
畜
産
振
興
協
議
会

会
長　

青　

野　

正　

宣　

氏

講師の大森氏 会場のようす

廃校校舎を活用した階上町わっせ交流センター

議
員
研
修
会
　
開
催
さ
れ
る

道
州
制
、
畜
産
振
興
を
学
ぶ

V
O

I
C

E
町
民
の
声


